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6月定例会  

人間ドックの受け入れ体制と実態はど
うか。 

特定健診制度への変更により、待機者
が出た。1日約40人の1泊・日帰り、企業健
診を実施している。国民健康保険が対象年
齢枠を広げたこともあり、需要は増えている。 

大幅な純損失が出ているが、適正な医師
数が確保できれば、赤字は解消されるのか。 

医師数が増えれば、収益も増えるので、
赤字が減る期待はできる。公立病院は、不
採算業務が多々あり、赤字が全く解消する
というのは難しい。 

新病院建設後に現在の医療機器はどの
くらい使用できるのか。また、減価償却の
残存価格はいくらか。 

医療機器の耐用年数は、大体6年～8年
であり、新病院建設後では、大半が耐用年
数が過ぎている状態になると思う。年度末
償却未済高は約76億円である。 

6月30日に開催された企業会計決算特別委員会において、平成
19年度病院・水道事業会計とも慎重に審査が行われ、7月4日
の本会議で認定されました。 

地震が起きても大丈夫？ 

水道管の耐震化率4.0％ 

地震初期には飲料水3日分 
4万トンの給水を確保 

地震が起きても大丈夫？ 

水道管の耐震化率4.0％ 

地震初期には飲料水3日分 
4万トンの給水を確保 

地震が起きても大丈夫？ 

水道管の耐震化率4.0％ 

地震初期には飲料水3日分 
4万トンの給水を確保 

水道事業会計決算委員長報告（抜粋） 

給水人口及び給水戸数は増加している
のに、給水量が前年度と比べて減少した
要因は何か。 

企業の節水努力や単身世帯の増加、ま
た全般的な節水意識の向上などにより1人
当たりの使用水量が減少したと考えられる。 

水道管の耐震化はどのくらい進んでい
るのか。地震発生時における給水の対応
は大丈夫か。 

水道管全体982㎞のうち、災害時に給水
拠点に主として配水できる幹線管路で117㎞、
耐震化率は6.5％、管全体でみると4.0％で
ある。老朽管の改良は最優先し、あと2年
で終わる予定である。 
貯水槽はプレストレストコンクリートで
つくられ、地盤も強固な場所に設置されて
いるので心配はない。地震初期には3日く
らいの4万トンの給水は確保できる。 

繰上償還はしていないのか。 

会計の健全化対策として、後年度負担
の軽減を図るため、19年度から21年度ま
での間に18本の償還を行う。19年度は2本
6,623万円、7.1％のものを全額自己資金で
繰上償還した。これにより支払利息が1,778
万円軽減される。 

どうしたら 
赤字は 
解消できるの？ 

どうしたら 
赤字は 
解消できるの？ 

どうしたら 
赤字は 
解消できるの？ 

病院事業会計決算委員長報告（抜粋） 
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掛川市議会では、平成19年度「議会活性化特別委員会」を設置しました。 

当時の議長として、正副委員長に次回市議会選挙での定数削減も検討するようお願いをし

ました。 

2月定例会での委員長報告では、「議員定数削減には慎重論もあったが、当委員会としては

『次回の選挙より議員定数を削減すること』を提言するものである。なお、議員定数につい

ては、24人が妥当であるとの意見が多かった。しかし、急激な削減は混乱をきたす恐れがあり、

地域格差もあることから段階的に進めることが望ましいとの意見もあったことを付記しておく。」

との提言でありました。 

これを受け、議会運営委員会で検討した結果、最終的に議員懇談会で結論を出すことにな

りました。議員懇談会で一人ひとりの意見を確認

したところ、定数24が23名、定数27が4名、現状維

持が2名であり、定数24と決しました。 

7月30日に臨時会を開き、議員発議による「掛川

市議会の議員の定数を定める条例」が提案されま

した。 

議員発議で 

議員定数6減 
議員発議で 

議員定数6減 

議会運営委員会委員長 鳥 井 昌 彦  

　
次
の
処
置
を
講
ず
る
よ
う

強
く
求
め
る
。 

 

一
、
利
用
者
負
担
は
能
力
に
応

じ
た
応
能
負
担
を
原
則
と

す
る
こ
と
。
ま
た
、
利
用

料
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、

本
人
収
入
の
み
に
着
目
す

る
こ
と 

 

二
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
等
に
対
す
る
報
酬

を
月
割
制
へ
戻
し
、
概
ね

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行

以
前
の
収
入
を
保
障
す
る

こ
と 

 

三
、
自
治
体
が
決
定
し
た
サ
ー

ビ
ス
や
地
域
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
財
源
保
障
を
行

う
こ
と 

可
決
さ
れ
た
意
見
書 

（
要
旨
） 

障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本

的
な
改
正
を
求
め
る
意
見
書 

【
提
出
先
】 

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長 

　
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働 

　
大
臣 

●
16
日

本
会
議
＝
平
成
十
九

年
度
企
業
会
計
決
算
、
平
成
二

十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

等
各
議
案
の
市
長
提
案
理
由

説
明
、監
査
委
員
の
決
算
審
査

説
明 

●
24
日
　
本
会
議
＝
一
般
質
問 

●
25
日
　
本
会
議
＝
一
般
質
問 

●
26
日
　
本
会
議
＝
議
案
質
疑
、

一
部
採
決
。
議
案
・
請
願
常
任

委
員
会
付
託
。
企
業
会
計
決
算

特
別
委
員
会
設
置
、付
託
。 

常
任
委
員
会
＝
付
託
議
案
・
請

願
審
査 

●
30
日 

企
業
会
計
決
算
特
別
委

員
会
＝
付
託
議
案
審
査 

  

●
4
日
　
本
会
議
＝
決
算
特
別

委
員
会
・
常
任
委
員
会
委
員
長

報
告
、討
論
、採
決
。（
人
事
関

係
議
案
）市
長
提
案
説
明
、採
決
。

請
願
審
査
結
果
報
告
、採
決
。

議
会
提
案（
意
見
書
）採
決
。 

6
月
定
例
会
の
経
過 

7
月 

6
月 
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子
ど
も
に
携
帯
電
話
を
持
た

せ
る
家
庭
が
増
え
て
い
る
。

主
と
し
て
両
親
と
の
連
絡
用
で
あ
る

が
、
問
題
も
起
き
て
い
る
。
出
会
い

系
サ
イ
ト
を
舞
台
に
し
た
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
た
り
、
掲
示
板
へ
の
書
き

込
み
で
、
い
じ
め
も
起
き
て
い
る
。

現
状
と
対
策
を
伺
う
。 

 

小
中
学
生
の
携
帯
電
話
所
持

率
は
、
小
六
で
約
十
％
、
中

三
が
三
十
四
％
。
電
話
と
メ
ー
ル
が

主
な
使
い
道
で
あ
る
。
い
じ
め
の
現

状
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
誹

謗
中
傷
な
ど
嫌
な
こ
と
を
さ
れ
た
こ

と
が
四
件
あ
っ
た
。
総
合
的
な
学
習

の
時
間
を
利
用
し
、
情
報
モ
ラ
ル
や

ネ
ッ
ト
の
正
し
い
使
い
方
な
ど
の
学

習
を
行
っ
た
り
、
保
護
者
へ
も
懇
談

会
や
学
校
だ
よ
り
を
通
じ
て
、
携
帯

電
話
の
危
険
性
に
つ
い
て
情
報
提
供

を
行
う
な
ど
防
止
策
に
努
め
て
い
る
。 

 

歩
行
文
化
・
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・

報
徳
文
化
都
市
再
宣
言
を 

 

地
球
温
暖
化
防
止
に
、
ノ
ー

カ
ー
デ
ー
や
マ
イ
バ
ッ
ク
運

動
な
ど
環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
掛
川
市
に
と
っ
て
、
大

日
本
報
徳
社
の
修
復
や
全
国
報
徳
サ

ミ
ッ
ト
開
催
を
機
に
再
宣
言
す
べ
き

で
あ
る
。 

都
市
宣
言
に
つ
い
て
、
議
会

で
も
う
少
し
研
究
し
て
い
た

だ
い
た
上
で
、
再
宣
言
の
話
が
あ
れ

ば
、
議
会
の
意
向
を
尊
重
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

あ
わ
せ
て
、
環
境
都
市
宣
言
に
つ
い

て
も
検
討
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。 
 【

他
の
質
問
事
項
】 

小
中
学
校
特
別
支
援
学
級
の
再
編

計
画
・
進
路
指
導
、市
立
総
合
病
院

に
お
け
る
院
内
暴
力
・
未
収
金 

日
本
の
幼
児
教
育
の
中
で
も

特
筆
す
べ
き
伝
統
を
持
ち
、

掛
川
の
歴
史
か
ら
も
後
世
に
継
承
す

べ
き
掛
川
幼
稚
園
を
今
後
ど
う
活
用

す
る
の
か
。
ま
た
、
西
保
育
園
の
歴

史
か
ら
も
、
地
元
活
用
を
ま
ず
、
検

討
す
べ
き
と
思
う
が
見
解
は
。 

 

幼
保
再
編
計
画
の
た
め
二
園

は
二
十
一
年
三
月
に
閉
園
と

な
る
。
歴
史
的
な
継
承
の
具
体
例
と

し
て
は
、
二
つ
の
閉
園
に
当
た
り
、

記
念
誌
を
発
行
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
る
。
平
成
二
年
に
掛
川
幼
稚
園
創

立
百
周
年
記
念
誌
が
発
刊
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
と
関
連
づ
け
た
内
容

を
盛
り
込
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
意

見
を
十
分
に
聞
き
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。 

 

新
病
院
建
設
地
は
現
在
地
と
主
張

す
る
責
任
が
掛
川
市
に
は
あ
る 

 

現
在
5
回
ま
で
開
か
れ
た
新

病
院
建
設
協
議
会
の
新
し
い

病
院
の
あ
り
方
は
、
市
立
病

院
の
良
さ
が
見
え
て
こ
な
い
が
見
解

は
。
ま
た
、
病
院
の
場
所
は
、
地
元

住
民
と
の
歴
史
的
な
経
過
や
立
地
条

件
か
ら
も
現
在
地
を
も
っ
と
主
張
す

べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。 

協
議
会
で
示
し
た
五
百
床
は

適
当
な
数
だ
と
思
う
。
場
所

に
つ
い
て
は
、
地
元
か
ら
現
在
地
で

の
存
続
希
望
の
声
が
あ
り
、
そ
れ
は

理
解
し
て
い
る
。
袋
井
市
長
と
の
幹

事
会
の
席
上
で
、
「
現
在
の
場
所
が

最
も
適
し
て
い
る
と
思
う
が
、
袋
井

の
意
見
も
十
分
聞
い
た
上
で
、
場
所

を
決
定
す
べ
き
」
と
の
特
別
委
員
長

報
告
が
あ
っ
た
旨
を
伝
え
た
。 

 【
他
の
質
問
事
項
】 

掛
川
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営 

一般質問 

ト
ラ
ブ
ル
か
ら
子
ど
も
を
守
る 

　
　
　
　
　
携
帯
電
話
利
用
と
対
策 

水
谷
陽
一
（
日
本
共
産
党
） 

百
十
八
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
掛
川
幼
稚
園
の 

継
承
と
西
保
育
園
の
跡
地
利
用
は 

「ゆっくり・ゆったり・ゆたかな心」でスローライフを楽しむ 

現在地での存続を求める市民の声 
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戸
塚
久
美
子
（
み
ど
り
の
会
） 

児
童
養
護
施
策
の
充
実
を
求
め
て 

一般質問 

平
成
十
六
年
度
、
児
童
福

祉
法
改
正
の
中
で
、
各
自

治
体
で
は
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
協
議
会
設
置
及
び
運
営
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、
対
応
し

て
い
る
か
。 

 

今
年
度
、
児
童
虐
待
防
止

連
絡
協
議
会
を
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
に
改
名
。
機
能

を
充
実
さ
せ
る
よ
う
組
織
の
再
編
成

に
着
手
し
た
。
三
つ
の
分
科
会
を
設

け
、
個
別
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
専
門

的
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
形
態
を
、

本
年
度
中
に
完
成
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

 

指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
に
お
け

る
留
意
点
と
今
後
の
方
針
を
問
う 

 

掛
川
市
の
指
定
管
理
者
制
度

運
用
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
留
意
し
て
い
る
か
。

例
え
ば
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
。

事
業
評
価
の
た
め
の
運
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
標
準
化
な
ど
は
。 
 

課
長
等
を
対
象
に
指
定
管
理

者
制
度
の
説
明
会
を
実
施
。

制
度
の
運
用
、
導
入
ま
で
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
事
業
評
価
に
つ
い
て
全
庁

的
な
周
知
を
図
り
、
共
通
の
認
識
を

持
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
事
業
評
価

に
つ
い
て
、
標
準
化
で
き
る
事
項
は

標
準
化
し
、
評
価
結
果
を
改
善
に
つ

な
げ
て
い
く
。 

　
指
定
管
理
者
の
選
定
に
関
し
て
は
、

今
後
も
原
則
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

の
方
針
を
堅
持
し
て
い
き
た
い
。 

 

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
…
業
者
か
ら
提
出

さ
れ
た
事
業
提
案
書
を
審
査
し
て
特
定

す
る
業
者
選
定
方
式
。 

新
掛
川
警
察
署
は
、
平
成

十
八
年
三
月
に
業
務
を
開

始
し
た
。
旧
警
察
署
の
土
地
と
等
価

交
換
。
「
差
額
は
金
銭
精
算
」
と
議

員
全
員
協
議
会
で
説
明
さ
れ
た
が
、

現
在
の
土
地
所
有
関
係
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。 

 

評
価
額
の
差
額
精
算
に
つ

い
て
、
県
警
に
再
検
討
を

求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
十
七

年
の
仮
鑑
定
時
か
ら
比
較
す
る
と
、

現
在
は
、
区
画
整
理
地
が
急
激
に
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
警
察
署

の
土
地
の
鑑
定
価
格
が
値
上
が
り
し

て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
差
額
を
開

発
公
社
に
支
払
っ
て
い
た
だ
き
た
い

旨
を
県
警
に
お
願
い
し
て
い
る
。
旧

警
察
署
の
土
地
は
県
、
新
警
察
署
の

土
地
は
市
が
所
有
し
て
い
る
。 

 

新
病
院
は
、二
次
救
急
に
「
特
化
」

さ
れ
て
い
る 

 

市
民
の
求
め
る
病
院
は
、
保

険
証
一
枚
で
、
い
つ
で
も
、

誰
で
も
診
察
を
受
け
ら
れ
る
病
院
で

あ
る
。 

　
新
病
院
は
、
救
急
で
手
術
を
し
た

場
合
、
在
院
日
数
が
平
均
十
二
日
間

と
さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
願
い
と
か

け
離
れ
て
い
な
い
か
。 

 

「
い
つ
で
も
、
誰
で
も
」
と

い
う
の
は
、
確
か
に
そ
れ
が

理
想
だ
が
、
現
在
の
状
態
で
は
困
難

な
こ
と
と
考
え
る
。
開
業
医
と
も
連

携
し
つ
つ
、
急
性
期
入
院
医
療
を
確

実
に
実
施
で
き
る
病
院
と
し
て
確
立

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
。 

 【
他
の
質
問
事
項
】 

大
須
賀
の
坊
主
淵
橋
の
必
要
性 

※ 

鷲
山
喜
久
（
日
本
共
産
党
） 

未
登
記
？
新
・
旧
掛
川
警
察
署
の
「
土
地
」 

掛川警察署 

児童養護施設「まきばの家」（デンマーク牧場） 

静岡県の里親 
シンボルマーク 
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一般質問 

市
長
は
、
二
月
定
例
会
施
政

方
針
の
中
で
「
掛
川
型
農
業

の
発
展
・
振
興
に
努
め
る
」
と
言
っ

て
い
る
が
、
上
土
方
地
区
の
農
業
用

水
確
保
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
伺
う
。 

 

上
土
方
地
区
の
農
業
用
水
と

し
て
使
用
し
て
い
る
小
笠
池

は
、
堆
積
土
砂
が
用
水
不
足
の
原
因

と
な
っ
て
い
た
が
、
平
成
十
四
年
度

か
ら
堆
積
土
砂
の
浚
渫
、
取
水
施
設

改
修
等
の
た
め
池
整
備
を
実
施
し
た

た
め
、
現
在
は
貯
水
容
量
の
十
九
万

ト
ン
を
確
保
し
て
い
る
。
市
内
の
農

業
従
事
者
は
半
数
近
く
が
六
十
五
歳

以
上
で
、
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
行

し
て
い
る
。
高
齢
者
が
健
康
で
意
欲

的
に
地
域
営
農
に
参
加
出
来
る
よ
う
、

高
齢
者
組
織
を
育
成
し
、
加
工
品
の

開
発
や
朝
市
な
ど
の
管
理
運
営
活
動
、

食
文
化
伝
承
活
動
な
ど
を
支
援
し
て

い
き
た
い
。 

 

環
境
美
化
作
業
（
草
刈
り
作
業
等
）

の
行
政
の
対
応
は
十
分
か 

 

河
川
堤
防
の
草
刈
り
奉
仕
作

業
中
の
事
故
対
策
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
作
業

上
、
非
常
に
危
険
を
伴
う
と
思
わ
れ

る
場
所
等
は
、
業
者
に
依
頼
す
べ
き

と
思
う
が
、
そ
れ
は
で
き
な
い
か
。 

 

昨
今
の
高
齢
化
や
住
民
意
識

の
変
化
な
ど
か
ら
、
草
刈
り

が
実
施
で
き
な
い
地
区
が
年
々
増
え

て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
今
後
の
草

刈
り
対
策
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
検

討
す
る
た
め
、
「
草
刈
対
策
本
部
」

を
平
成
十
九
年
十
月
に
設
置
し
、
本

年
九
月
を
目
途
に
草
刈
り
の
方
針
を

定
め
る
予
定
で
あ
る
。 

 【
他
の
質
問
事
項
】 

公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
、労

働
力
確
保
、学
校
教
育
の
充
実
、市

民
の
安
全
対
策 

（1）
グ
レ
ー
ド
の
高
い
ま
ち
、

特
徴
あ
る
理
念
、
大
き

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
夢
あ
る
都

市
構
想
を
示
す
べ
き
だ
が
、
市

長
の
考
え
を
問
う
。 

（2）
日
本
の
格
差
社
会
の
現
状
を
ど

う
捉
え
、
ど
う
改
革
し
て
い
く

か
見
解
を
伺
う
。 

 

掛
川
市
の
大
き
な
課
題
と

し
て
、
健
全
財
政
、
病
院
、

環
境
都
市
の
３
つ
の
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
同
時
に
、
今
の
総
合
計
画
も

い
ろ
い
ろ
見
直
し
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
計
画
の
十
年
後
の
人

口
予
測
は
約
十
二
万
三
千
人
と
な
っ

て
い
る
が
、
現
在
の
ま
ち
の
体
系
等

を
考
え
る
と
十
三
万
か
ら
十
四
万
人

と
い
う
力
が
あ
る
と
考
え
て
、
い
ろ

い
ろ
な
準
備
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。 

　
格
差
社
会
に
つ
い
て
は
、
一
番
厳

し
い
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
高
齢
者

の
こ
と
で
あ
り
、
格
差
社
会
の
是
正

で
市
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
考
え
、

今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

 

駅
前
再
開
発
ビ
ル
、
新
エ
コ
ポ

リ
ス
第
二
期
事
業
の
動
向
は 

 

（1）
駅
前
東
街
区
再
開
発
ビ
ル 

イ
優
秀
な
特
定
業
務
代
行

者
の
選
考
は
可
能
か
。
テ
ナ
ン

ト
入
居
者
の
展
望
は
。 

ロ
再
開
発
ビ
ル
の
経
営
展
望
に
確

信
が
持
て
る
か
。 

（2）
新
エ
コ
ポ
リ
ス
第
二
期
の
進
捗
状

況
と
企
業
誘
致
体
制
は
。 

 

特
定
業
務
代
行
者
の
募
集
要

項
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
お
り
、

七
月
に
募
集
開
始
、
十
一
月
に
は
準

備
組
合
の
総
会
に
お
い
て
決
定
す
る

予
定
で
あ
る
。 

　
「
都
市
再
生
機
構
」
の
話
で
は
、

ビ
ル
の
住
宅
部
分
に
つ
い
て
は
、
あ

る
大
手
企
業
が
内
定
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
テ
ナ
ン
ト
に
つ
い
て
も

責
任
を
持
っ
て
進
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
こ
の
事
業
が
成
功
す
る
よ
う
、

今
後
も
指
導
し
て
い
き
た
い
。 

　
新
エ
コ
ポ
リ
ス
第
二
期
に
つ
い
て

は
、
来
年
六
月
頃
か
ら
造
成
工
事
を

開
始
、
平
成
二
十
二
年
度
中
に
は
完

成
、
販
売
開
始
を
す
る
と
い
う
計
画

で
進
め
て
い
る
。
現
在
、
土
地
取
得

の
意
向
を
示
し
て
い
る
企
業
も
あ
る

が
、
企
業
誘
致
に
は
今
後
も
努
力
し

て
い
き
た
い
。 

 【
他
の
質
問
事
項
】 

介
護
保
険
、桜
木
地
区
の
課
題 

堀
内
武
治
（
み
ど
り
の
会
） 

二
期
目
出
馬
表
明
し
た
市
長
の 

　
　
　
政
治
理
念
、
都
市
構
想
を
質
す 

高
塚
昌
彦
（
親
和
会
） 

掛
川
市
の
農
業
振
興
策
に
つ
い
て
伺
う 

草刈りしてきれいになった下小笠川 

6市議会だより かけがわ 



今回も97人。 
たくさんの傍聴をありがとうございました。 
どなたでもお気軽に傍聴できます。途中でも入退場は自由です。 
ロビーでは、テレビ中継もしています。 

　議会の花形ともいえる一般質問は、議員も市長も真剣勝負です。質問には、時

間をかけて研究したり、市民の声を届けるよう政策を提言しようと一生懸命です。 

市議会の傍聴は、議員を叱咤・激励して奮起を促すためにも重要です。 

　また、「市議会だより」を開いて見てください。議員が自ら原稿を書き、議会

だより編集委員会で検討を重ね、「もう少し何とか」と思いつつ、その結晶を各

戸にお届けしています。 

　市民とともに歩む「議会だより」にしていきたいと思います。 

　ご意見等をお寄せください。 

★市議会の傍聴は？ 

★本会議のインターネット中継は？ 

★市議会のホームページは？ 

本会議の当日、市庁舎5階の議会事務局で受け付けしています。 
【議会事務局】電話21－1160

12月定例会からの導入を目指し、現在、準備を進めています。 
今後は、各家庭のパソコンから議会のようすを見ることができるようになります。 

市役所のホームページから『掛川市議会』の情報（議会日程、議会だより、会議録など）を 
見ることができます。 

【ホームページアドレス】 http://www.city.kakegawa.shizuoka.jp

本会議傍聴
者 
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各常任委員会が 
市内各所を視察 
各常任委員会が 
市内各所を視察 

各常任委員会は、 

5月26日から30日にかけて、所管事務事項の調査として、 

主要道路や福祉関係施設など、市内の現地視察を実施しました。 

各委員会より現地視察の内容を報告します。 

◆
所
管
事
項 

企
画
総
務
部
、消
防
本
部
、出
納
局
、監
査
委

員
、選
挙
管
理
委
員
会
、公
平
委
員
会
、水
道

部
、他
の
常
任
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項 

 【
視
察
箇
所
】 

・
竹
の
丸
、武
器
庫（
城
内
） 

・
掛
川
東
高
校
跡
地 

・
消
防
署
西
分
署 

・
原
里
浄
水
場 

・
加
茂
花
菖
蒲
園 

・
掛
川
高
瀬
線（
上
内
田
） 

・
コ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社 

・
新
井
最
終
処
分
場（
大
渕
） 

・
冨
田
鉄
工
所
跡
地 

・
旧
袋
井
土
木
事
務
所
大
東
支
所 

・
佐
束
地
区
セ
ン
タ
ー 

・
旧
河
井
弥
八
邸 

総
務
委
員
会 

　
新
掛
川
市
一
期
目
の
最
後
の
年
に
当
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
ま
と
め
と
、次
の
新
し
い
四
年
の

礎
の
年
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
ち
現
地
視
察

を
行
っ
た
。
改
め
て
感
じ
た
こ
と
は
、新
掛
川

市
が
広
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、相
変
わ
ら

ず
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
市
民
の
福
祉
増
進
を
図
り
、有
終

の
美
を
飾
る
べ
く
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。 

原里浄水場 西分署救助訓練 
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掛
川
市
は
、東
西
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、南
北
三
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
広
い
面
積
を
有
し
、海
面
か
ら
の
高
さ
を

南
で
は
海
抜
、北
で
は
標
高
と
い
う
。
北
部
の
農
作
物

は
、イ
ノ
シ
シ
に
荒
ら
さ
れ
、南
で
は
カ
ラ
ス
の
被
害
と
、

状
況
は
か
な
り
違
う
。こ
れ
を
逆
手
に
取
れ
ば
、山
菜
、

茶
、米
、野
菜
、園
芸
作
物
な
ど
セ
ッ
ト
で
販
売
す
れ
ば

と
思
う
。
道
路
河
川
、下
水
道
な
ど
、行
政
手
法
の
違
い

で
事
業
進
捗
が
異
な
り
、地
域
の
実
情
と
緊
急
性
も
考

慮
し
つ
つ
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
事
業
展
開
を
望
む
。 

◆
所
管
事
項 

経
済
建
設
部
、農
業
委
員
会 

 【
視
察
箇
所
】 

・
粟
ケ
岳
の
茶
文
字 

・
農
道
伊
達
方
公
文
名
線（
東
山
口
） 

・
新
エ
コ
ポ
リ
ス（
東
山
口
） 

・
22
世
紀
の
丘
公
園 

・
都
市
計
画
道
路
葛
川
下
俣
線（
道
神
町
） 

・
竹
の
丸
修
復
工
事（
城
内
） 

・
沿
道
整
備
土
地
区
画
整
理
事
業（
二
瀬
川
） 

・
茶
工
場
の
再
編（
原
泉
） 

・
な
ら
こ
こ
温
泉
杣
の
館 

・
市
営
住
宅
原
谷
第
2
団
地（
本
郷
南
） 

・
仮
称
西
環
状
線（
原
谷
・
和
田
岡
） 

・
南
北
道
県
道
大
須
賀
掛
川
停
車
場
線（
西
大
谷
） 

・
洋
望
台
土
地
区
画
整
理
事
業（
西
大
渕
） 

・
松
食
い
虫
の
被
害
状
況（
国
安
・
千
浜
） 

・
公
共
下
水
道
大
東
浄
化
セ
ン
タ
ー 

・
大
東
温
泉
シ
ー
ト
ピ
ア 

・
海
岸
浸
食
の
状
況（
千
浜
） 

・
南
北
道
県
道
相
良
大
須
賀
線（
中
地
区
） 

・
下
小
笠
川
廃
川
敷（
大
坂
） 

・
高
天
神
農
道（
三
井
） 

経
済
建
設
委
員
会 

◆
所
管
事
項 

福
祉
生
活
部
、教
育
委
員
会
、市
立
病
院 
 【

視
察
箇
所
】 

・
東
高
跡
地
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
な
る
た
き
」 

　〔
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
施
設
〕 

・
千
羽
清
掃
セ
ン
タ
ー
跡
地 

　〔
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
予
定
地
〕 

・
教
育
セ
ン
タ
ー（
上
西
郷
） 

・
三
笠
民
俗
資
料
館
保
管
庫 

・
三
笠
幼
稚
園
建
設
予
定
地 

・
中
央
幼
保
園
建
設
予
定
地（
和
光
の
里
） 

・
大
須
賀
中
央
公
民
館 

・
大
須
賀
歴
史
民
俗
資
料
館 

・
小
笠
老
人
ホ
ー
ム〔
養
護
老
人
ホ
ー
ム
〕 

・
大
東
北
公
民
館
東
館 

・
市
立
総
合
病
院 

文
教
厚
生
委
員
会 

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
東
高
跡
地
）や

中
央
幼
保
園
建
設
予
定
地
な
ど
10
ヶ

所
を
視
察
。三
笠
民
俗
資
料
館
保
管
庫

に
は
大
量
の
古
い
生
活
用
具
が
保
管
さ

れ
て
お
り
、大
須
賀
歴
史
民
俗
資
料
館

の
展
示
物
と
重
な
る
も
の
も
あ
り
、整

備
が
急
が
れ
る
。
市
立
病
院
の
給
排
水

衛
生
設
備
は
、劣
化
し
て
お
り
、機
能

が
麻
痺
す
る
可
能
性
を
含
ん
だ
状
況
で

稼
働
し
て
い
た
。 

粟ケ岳の茶文字 大東浄化センター 

教育センター 北公民館 
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　特定な事件の審査や調査を行うために設置される委員会を特別委員会といい、それぞれのテ
ーマに基づき、中長期的施策の検討や提言を行います。 
　今年度は、「地球温暖化対策特別委員会」「財政問題特別委員会」「健康・福祉対策特別委
員会」「議会だより編集特別委員会」の四つの特別委員会を設置しました。 
　また、昨年十二月に設置した「新病院建設特別委員会」については、今年度も継続して調査・
研究を行っていきます。 
　ここでは、各委員会の調査内容を紹介いたします。 

特別委員会を設置しました 

（◎委員長、○副委員長） 

地
球
温
暖
化
対
策 

特
別
委
員
会 

　
温
暖
化
対
策
を
地
域
か
ら

進
め
る
た
め
、行
政
と
市
民
、事

業
者
が
積
極
的
に
温
暖
化
対

策
を
実
践
し
て
い
く
施
策
や
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
の
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

【
委
員
10
名
】 

【
委
員
10
名
】 

【
委
員
9
名
】 

【
委
員
29
名（
全
議
員
）】 

【
委
員
6
名
】 

◎
狩
野
　
恒
　
○
桑
原
百
合
子 

・
佐
藤
　
博
俊
　
・
鈴
木
　
正
治 

・
菅
沼
　
茂
雄
　
・
河
住
　
光
重 

・
松
井
　
俊
二
　
・
山
本
　
義
雄 

・
水
野
　
薫
　
・
豊
田
　
勝
義 

　
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、計
画
的
な
歳
出
抑
制

施
策
と
と
も
に
自
主
財
源
の

税
収
確
保
策
な
ど
安
定
し
た

歳
入
の
確
保
を
図
る
べ
く
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

財
政
問
題 

特
別
委
員
会 

◎
内
藤
　
澄
夫
　
○
大
庭
　
博
雄 

・
戸
塚
久
美
子
　
・
鳥
井
　
昌
彦 

・
水
谷
　
陽
一
　
・ 

・
戸
塚
　
正
義
　
・
大
石
與
志
登 

・
堀
内
　
武
治
　
・
雜
賀
　
祥
宣 

　
少
子
高
齢
社
会
の
中
で
将

来
に
わ
た
る
持
続
的
か
つ
安
定

的
な
医
療
保
険
制
度
の
運
営
の

た
め
、医
療
・
介
護
保
険
料
に
は

ね
返
ら
な
い
、市
民
の
健
康
増

進
策
、医
療
・
介
護
な
ど
高
齢

者
に
関
係
す
る
施
策
な
ど
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。 

健
康
・
福
祉
対
策 

特
別
委
員
会 

◎
高
塚
　
昌
彦
　
○ 

・
鈴
木
　
治
弘
　
・
竹
嶋
　
善
彦 

・
石
山
　
信
博
　
・
東
堂
　
陽
一 

・
八
木
　
宏
之
　
・
加
藤
　
一
司 

・
鷲
山
　
喜
久 

　
市
民
へ
の
情
報
提
供
と
し
て

「
か
け
が
わ
市
議
会
だ
よ
り
」

の
編
集
・
発
行
作
業
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。 

議
会
だ
よ
り
編
集 

特
別
委
員
会 

◎
水
谷
　
陽
一
　
○ 

・
鈴
木
　
正
治
　
・
桑
原
百
合
子 

・
　
　
　
　
　
　
・
大
石
與
志
登 

新
病
院
建
設
に
向
け
た
新
た

な
政
策
課
題
等
に
関
す
る
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

新
病
院
建
設 

特
別
委
員
会 

◎
鳥
井
　
昌
彦
　
○
堀
内
　
武
治 

「エコ・かばん」くん 
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【予算】 

○平成20年度掛川市一般会計補正予算（第1号） 賛成多数可決 

【決算】 

○平成19年度掛川市病院事業会計決算の認定 賛成多数認定 

○平成19年度掛川市水道事業会計決算の認定 全会一致認定 

【条例】 

○掛川市総合福祉センター条例の制定 賛成多数可決 

○掛川市手数料条例の一部改正 全会一致可決 

○掛川市学校給食共同調理場に関する条例の一部改正 全会一致可決 

○掛川市立総合病院使用料及び手数料条例の一部改正 賛成多数可決 

○掛川市消防団員等公務災害補償条例の一部改正 全会一致可決 

【一般】 

○22世紀の丘公園園路広場等建設工事委託契約の締結 賛成多数可決 

○市営住宅原谷第2団地3期棟建築工事請負契約の締結 全会一致可決 

○公共下水道掛川4号汚水幹線築造工事（第5工区）請負契約の締結 全会一致可決 

○桜木小学校校舎耐震補強工事請負契約の締結 全会一致可決 

○掛川市道路線の廃止 全会一致可決 

○掛川市道路線の認定 全会一致可決 

○公の施設の指定管理者の指定（掛川市総合福祉センター） 賛成多数可決 

【報告】 

○平成19年度掛川市一般会計繰越明許費の報告 賛成多数受理 

○平成19年度掛川市公共下水道事業特別会計繰越明許費の報告 賛成多数受理 

【人事】 

○人権擁護委員の推薦（2件） 全会一致同意 

【意見書】 

○「障害者自立支援法の抜本的な改正を求める意見書」の提出 全会一致可決 

【請願】 

○後期高齢者医療制度の中止・撤回を求める意見書採択の請願書 賛成少数不採択 

6月定例会における議案の審議結果一覧 
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20日  ●総務委員会協議会 
  ●経済建設委員会協議会 
  ●文教厚生委員会協議会 
 22日 ●市議会全員協議会 
 26日 ●経済建設委員会現地視察 
 27日 ●文教厚生委員会現地視察 
 28日 ●全国市議会議長会定期総会 
  （東京） 
 29日 ●市議会議員共済会代議員会 
  （東京） 
 30日 ●総務委員会現地視察 

 1日 ●静岡県地方議会議長連絡協議
会定期総会（静岡市） 

 3日 ●新病院建設特別委員会 

 9日 ●議会運営委員会 
  ●議員懇談会 
  ●議会だより編集特別委員会 
16日～7月4日 
  ●掛川市議会第3回（6月）定例会 
 20日 ●議会だより編集特別委員会 
 23日 ●地球温暖化対策特別委員会 
 24日 ●議会運営委員会 
 27日 ●財政問題特別委員会 
  ●健康・福祉対策特別委員会 

 1日 ●新病院建設特別委員会 
  ●議員懇談会 
 2日 ●議会だより編集特別委員会 
7日～9日 
  ●経済建設委員会行政視察 
  （札幌市、富良野市、旭川市） 
 11日 ●議会運営委員会 
 14日 ●議会だより編集特別委員会 

議会  
日誌  

【5月】 

【6月】 

【7月】 

編
集
後
記 

六
月
二
十
四
日
、初
め
て
入
っ
た
議
場
は
傍
聴
席

と
議
員
席
と
が
思
っ
た
以
上
に
近
く
、皆
さ
ん
の
表

情
ま
で
よ
く
わ
か
り
、と
て
も
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。 

私
に
は
障
害
の
あ
る
娘
が
お
り
、袋
井
特
別
支
援

学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。今
回
、掛
川
市
内
の
特
別
支

援
学
級
の
再
編
計
画
や
そ
の
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、娘
の
学
校
で
も
児

童
生
徒
数
の
増
加
に
伴
う
学
校
の
大
規
模
化
・
狭
隘

化
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
今
、市
立
と
県
立

の
違
い
は
あ
る
も
の
の
関
心
が
あ
り
、保
護
者
数
人

で
出
か
け
ま
し
た
。障
害
が
あ
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
掛
川
市
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。こ

う
し
て
議
題
に
あ
が
り
、市
政
の
中
心
を
担
う
方
々

に
少
し
で
も
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
と
て

も
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。質
問
も
答
弁
も
私
た
ち

に
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
、ご
自
身
の
持
論
を
交
え

た
市
長
さ
ん
の
答
弁
も
興
味
深
く
感
じ
ま
し
た
。今

後
の
進
展
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。 

他
に
も
市
立
病
院
で
の
院
内
暴
力
、医
療
費
の
未

払
い
等
々
、気
に
な
る
議
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
、議
会

の
様
子
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
で
、市
政
へ
の
関
心
も

さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
願
い
を
よ
り
多
く
市
政
に
反
映
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
も
、是
非
ま
た
友
達
な
ど
を
誘
っ
て

傍
聴
に
出
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

この議会だよりは資源リサイクル推進のため再生紙を使用しています。 

 3日 本会議（議案の提案説明） 

 10日 本会議（一般質問） 

 11日 本会議（一般質問） 

 16日 本会議（議案質疑、委員会 
  付託）・常任委員会 

 18日 一般会計・特別会計 
  決算特別委員会 

 19日 一般会計・特別会計 
  決算特別委員会 

 29日 本会議（委員長報告、 
  質疑、討論、採決） 

9月定例会の予定 

傍
聴
席 

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、初
日
は

主
要
八
カ
国（
Ｇ
８
）と
ア
フ
リ
カ
七
カ
国
の
拡
大
会

合
。
深
刻
な
食
糧
危
機
な
ど
を
議
論
。
世
界
の
飢

餓
人
口
は
年
間
四
百
万
人
余
の
ペ
ー
ス
で
増
え
続
け
、

世
界
の
飢
餓
を
深
刻
に
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
に
日

本
が
他
国
か
ら
大
量
の
穀
物
を
買
い
付
け
て
い
る
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。日
本
の
食
糧
自
給
率
三

十
九
％
と
い
う
農
政
の
時
代
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
農

村
を
抱
え
る
地
方
議
会
の
役
割
は
、ま
す
ま
す
重

要
。テ
レ
ビ
で
餓
死
寸
前
の
や
せ
細
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
見
て
、掛
川
市
議
会
だ
よ
り
の
意
義
を
改

め
て
深
め
ま
し
た
。 

委
員
長
　
水
谷
陽
一 

◆編集委員（左から） 
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